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（令和2年6月16日～ 18日）

６月議会定例会　補正予算

若桜氷ノ山オールシーズン活用促進補助金
雪不足等により、スキーシーズンのみの営業では
集客が困難な状況となっていることからゲレンデ
をオールシーズン活用できる観光メニューの造成

を図り、より多くの集客を図るもの

若桜町ふるさとでの新しいライフステージ支援奨励金
※若年層のIJUターン促進　　1世帯　20万円
（3年以上定住する意思のある方など支給対象要件あり）

㈲若桜農林振興への増資を行い、経営
基盤の強化を図るもの

移住定住促進事業

200万円

氷ノ山集客促進事業

200万円

若桜農林振興支援事業

2000万円

９７９５万円
増額

総額
41 億5472 万円

若桜町移住定住・交流センター

㈲若桜農林振興

わかさ氷ノ山スキー場

新 規
事 業
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条
例

若桜町介護保険条例の一部改正について
可決「新型コロナウイルス感染症緊急経済対策」において、介護保険の第一号保険料の減免に対する国の財政

支援の基準が示されたことに伴い、条例の一部を改正するもの。
若桜町過疎地域自立促進計画の変更について 可決
必要とする経費の財源に過疎債を充てるため、若桜町過疎地域促進計画に追加するもの。
若桜町特別職の職員の給与及び旅費に関する条例の一部改正について

可決新型コロナウイルス感染症の感染拡大による状況を鑑み、町長等の特別職の期末手当を減額するため条
例の一部を改正するもの。

そ
の
他

訴訟の提起について
可決町営住宅若葉団地の住宅の明渡しを求めるにあたり、条例の規定に基づき裁判所に訴訟を提起する為の

もの。
若桜町農業委員会の委員の任命につき認定農業者等又認定農業者等に準ずる者が委員の
過半数を占めることを要しないことについて 同意
農業委員会に関する法律に基づき、認定農業者等又は認定農業者等に準ずる者を委員の少なくとも４分
の１とするもの。
若桜町固定資産評価審査委員会の委員の選任について 同意
任期満了に伴い、若桜町固定資産評価審査委員会委員を選任するもの。
若桜町農業委員会の委員の任命について 同意
任期満了に伴い、若桜町農業委員会10名を任命するもの。

あの案件どうなった？

継続
チェック

　議会では、町民福祉向上のため、重要と判断した
もの、予算は可決したものでも継続して執行状況を
チェックしています。

審査時期
請願・陳情書名 審議

結果
経過及び結果（要約）

請願・陳情者名 令和2年3月定例会時点

令和元年
９月

林道開設加速に関する陳情書

採択

12月初旬の補助金認証増により、更に30mを
追加し、合計80m延伸し令和2年8月20日完了
を目途に繰越事業とする。

屋堂羅自治会長

令和2年6月定例会時点

令和元年度繰越事業は7月31日完了予定
令和2年度は110ｍ開設と400ｍの測量設計を
予定。

陳情審査

請願・陳情の経過及び結果
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審議結果一目でわかる

専
　
決
　
処
　
分

令和元年度若桜町一般会計補正予算（第８号） 承認139万円追加し、歳入歳出予算をそれぞれ、39億6260万円とした。
令和元年度若桜町国民健康保険事業特別会計補正予算（第５号） 承認530万円追加し、歳入歳出予算をそれぞれ、４億7076万円とした。
若桜町税条例等の一部改正について 承認
地方税法等の一部改正に伴い条例等の一部を改正するもの。
若桜町国民健康保険税条例の一部改正について 承認
地方税法等の一部改正及び地方税法施行令の一部改正の政令に伴い条例の一部を改正するもの。
若桜町介護保険条例の一部改正について

承認介護保険法施行令及び介護保険の国庫負担金の算定等に関する政令一部を改正する政令の施行に伴い所
要の改正を行うもの。

補
正
予
算

令和２年度若桜町一般会計補正予算（第１号） 可決
４億3178万円追加し、歳入歳出予算をそれぞれ、40億5678万円とした。
令和２年度若桜町国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号） 可決
109万円追加し、歳入歳出予算をそれぞれ、４億5125万円とした。

条
　
　
例

若桜町後期高齢者医療に関する条例の一部改正について
可決鳥取県後期高齢者医療広域連合後期高齢者医療に関する条例の一部改正に伴い条例の一部を改正するも

の。
若桜町国民健康保険条例の一部改正について

可決令和２年３月10日付け「新型コロナウイルス感染症に関する緊急対策－第2弾－」に基づき、所要の改正
を行うもの。

そ
の
他

財産の取得について
可決財産の内容　冷凍コンテナユニット（わかさ29工房に設置）

契約の相手方　株式会社　オーエーファースト
取 得 金 額　803万円

第３回議会臨時会 ５月15日

専
決
処
分

若桜町税条例の一部を改正する条例 承認地方税法等の一部改正に伴い条例の一部を改正するもの。

補
正
予
算

令和2年度若桜町一般会計補正予算（第２号） 可決9795万円追加し、歳入歳出予算をそれぞれ、41億5472万円とした。
令和2年度若桜町介護保険事業特別会計補正予算（第１号） 可決
11万円追加し、歳入歳出予算をそれぞれ、７億1038万円とした。
令和2年度若桜町簡易水道事業特別会計補正予算（第１号） 可決
財源更正をするもの。
令和2年度若桜町公共下水道事業特別会計補正予算（第１号） 可決
435万円減額し、歳入歳出予算をそれぞれ、１億6133万円とした。

条
例

若桜町精米施設の設置及び管理に関する条例の制定について 可決
若桜町精米施設の設置及び管理に関し必要な事項を定めるもの。
若桜町固定資産評価審査委員会条例の一部改正について

可決行政手続等における情報通信の技術の利用に関する法律の一部が改正されたことに伴い、条例の一部を
改正するもの。
若桜町国民健康保険税条例の一部改正について

可決新型コロナウイルス感染症の影響により収入が減少した被保険者に係る国民健康保険料の減免に対する
国の財政支援の基準が示されたことに伴い、条例の一部を改正するもの。
若桜町手数料徴収条例の一部改正について

可決情報通信技術の活用による行政手続等に係る関係者の利便性の向上並びに行政運営の簡素化及び効率化
を図るための行政手続等における情報通信の技術の利用に関する法律等の一部を改正する法律が公布さ
れたことに伴い、条例の一部を改正するもの。

第４回６月議会定例会 ６月16日～ 18日
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隊
機
で
あ
れ
、
米
軍
機
で

あ
れ
、
町
上
空
を
低
空
で

飛
行
す
る
こ
と
は
町
民
の

不
安
を
あ
お
り
、
平
穏
な

生
活
を
乱
す
も
の
で
す
。

国
の
責
任
に
お
い
て
適
切

な
措
置
を
講
じ
る
よ
う
要

望
し
て
い
き
ま
す
。

Q　

昨
年
12
月
定
例
会
に

お
い
て
町
の
水
道
事
業
の

条
例
が
一
部
改
正
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
間
、
改
良
・

統
合
・
新
設
さ
れ
た
地
区

の
３
地
区
は
５
か
年
で

１
，４
３
０
円
に
値
上
げ

し
、
３
地
区
は
３
か
年
で

１
，４
３
０
円
に
値
下
げ
、

新
規
給
水
２
地
区
が
１
，

４
３
０
円
と
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
令
和
１
年
度
か

ら
３
か
年
計
画
で
若
桜
と

赤
松
の
水
道
統
合
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
も

他
地
区
の
改
良
、
統
合
が

直
接
来
た
と
思
わ
れ
る
米

軍
輸
送
機
が
飛
行
し
た
と

い
う
よ
う
な
大
変
な
事
例

も
出
て
い
ま
す
。
若
桜
町

で
は
最
近
、
米
軍
機
と
と

も
に
、
自
衛
隊
輸
送
機
が

町
の
中
心
部
上
空
を
飛
行

す
る
よ
う
に
な
り
、
大
変

危
険
で
す
。
改
め
て
低
空

飛
行
に
つ
い
て
ど
う
思
わ

れ
ま
す
か
。

A　
（
町
長
）
本
年
４
月

11
日
の
ほ
か
、
５
月
14
日

及
び
６
月
２
日
に
も
輸
送

機
と
思
わ
れ
る
飛
行
が
目

撃
さ
れ
て
い
ま
す
。
自
衛

水道事業計画

秋
の
自
治
会
長

会
で
説
明
す
る

事
業
計
画
と
料
金

改
定
の
説
明
を

進
め
ら
れ
る
予
定
で
す
。

こ
れ
ら
の
内
容
を
含
む
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
及
び
改
良
・

統
合
後
の
新
料
金
予
測
へ

の
説
明
が
必
要
で
す
。
自

治
会
長
会
が
中
止
に
な
っ

た
今
、
そ
れ
に
代
わ
る
説

明
の
場
が
必
要
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

A　
（
町
長
）
春
の
自
治

会
長
会
資
料
に
事
業
計
画

案
と
事
業
終
了
地
区
か
ら

料
金
改
定
を
行
う
旨
を
掲

載
し
た
所
で
す
が
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
関
係
で
中
止
と
な
り
、

資
料
は
各
集
落
に
配
布
し

ま
し
た
。
秋
に
は
自
治
会

長
会
を
開
催
す
る
予
定
な

の
で
、
そ
の
よ
う
な
機
会

を
と
ら
え
て
説
明
を
さ
せ

て
頂
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

〈
そ
の
他
に
、「
Ｉ
Ｐ
告
知

端
末
、
防
災
無
線
（
町
の

情
報
伝
達
手
段
）
に
つ
い

て
」
質
問
し
ま
し
た
。〉

Q　

平
成
31
年
４
月
か
ら

令
和
２
年
５
月
ま
で
の
期

間
、
飛
行
し
た
オ
ス
プ
レ

イ
を
含
め
米
軍
機
と
自
衛

隊
輸
送
機
の
低
空
飛
行
の

状
況
を
お
聞
き
し
ま
す
。

A　
（
町
長
）
こ
の
13
か

月
間
は
、
22
日
に
わ
た
り

33
回
、
延
べ
52
機
が
飛
行

し
て
い
ま
す
。
な
お
、
昨

年
５
月
９
日
15
時
40
分
の

飛
行
に
つ
い
て
は
、
美
保

基
地
所
属
の
訓
練
機
で

あ
っ
た
と
回
答
を
頂
い
て

い
ま
す
。
そ
の
他
に
つ
い

て
は
所
属
不
明
で
す
が
、

昨
年
５
月
15
日
及
び
12
月

３
日
に
目
撃
さ
れ
た
航
空

機
に
つ
い
て
は
そ
の
機
体

の
特
徴
か
ら
オ
ス
プ
レ
イ

で
は
な
い
か
と
推
察
し
て

い
ま
す
。

Q　

米
軍
機
な
ど
に
対
し

て
問
合
わ
せ
て
も
所
属
不

明
だ
と
の
回
答
の
背
景
に

は
、
日
本
と
ア
メ
リ
カ
で

締
結
さ
れ
て
い
る
日
米
地

位
協
定
が
あ
り
ま
す
。
日

米
が
対
等
で
は
な
く
、
権

限
の
多
く
は
ア
メ
リ
カ
に

あ
り
、
問
題
で
す
。
今
年

の
2
月
に
は
、
四
国
本
山

町
に
地
上
60
メ
ー
ト
ル
の

超
低
空
で
ア
メ
リ
カ
か
ら

低空飛行問題

国
に
適
切
な
措
置
を
要
望
し
て

い
く

自
衛
隊
機
な
ど
低
空
飛
行
に
つ

い
て
の
考
え
は

中尾　理明

詳しくは
　若桜町ホームページ ⬇各課のご案内 ⬇議会事務局 ⬇会議録 中尾　理明 （P ６）

山根　政彦 （P ７）

前住　孝行 （P ８）

質 

問 

者
　６月議会定例会の一般質問は、６月17日に行われ、３人
の議員が町政の課題について質問しました。
　質問の要旨と町長・教育長の答弁は、質問を行った議員が
要約して掲載しています。

飛行する自衛隊機

6
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て
い
た
だ
き
、
さ
ら
な
る

経
営
改
善
と
魅
力
向
上
に

期
待
し
て
い
ま
す
。

Q　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
と
共
存
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
社
会
の
中
で
、
若

桜
町
の
観
光
施
策
も
、
こ

れ
ま
で
と
違
っ
た
形
で
立

て
直
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
が
、

所
見
を
伺
い
ま
す
。

A　
（
町
長
）
一
町
村
や
、

企
業
レ
ベ
ル
の
判
断
や
対

応
に
は
、
限
界
が
あ
り
、

極
め
て
困
難
な
局
面
に
お

か
れ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

安
全
安
心
を
担
保
と
し
て

引
き
続
き
諸
動
向
を
注
視

し
つ
つ
、
観
光
協
会
と
も

協
力
又
は
、
助
言
な
ど
も

行
い
な
が
ら
観
光
業
を

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

〈
こ
の
他
に
「
各
種
計
画

に
つ
い
て
」
質
問
し
ま
し

た
。〉

て
い
る
と
思
わ
れ
、
地
域

に
と
っ
て
も
、
各
施
設
状

況
の
悪
化
は
、
大
き
な
ダ

メ
ー
ジ
に
つ
な
が
っ
て
い

き
ま
す
。
町
と
し
て
事
業

団
へ
の
お
考
え
を
伺
い
ま

す
。

A　
（
町
長
）
事
業
団
の

経
営
状
況
に
つ
い
て
は
、

昨
年
度
の
雪
不
足
と
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

で
、
非
常
に
深
刻
な
経
営

危
機
に
直
面
し
て
い
る
こ

と
は
事
実
で
す
。
町
と
も

連
携
を
図
り
な
が
ら
、
今

置
か
れ
て
い
る
未
曾
有
の

危
機
的
状
況
を
乗
り
越
え

Q　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
よ
る
影
響
は
、

若
桜
町
に
お
い
て
も
、
経

済
的
ダ
メ
ー
ジ
は
大
き
い

と
思
わ
れ
ま
す
。
と
り
わ

け
観
光
面
で
は
、
大
き
な

ダ
メ
ー
ジ
と
な
っ
て
い
る

と
考
え
て
お
り
、
５
月
末

現
在
で
、
昨
年
と
比
べ
て

ど
れ
く
ら
い
の
損
失
が
出

て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

A　
（
町
長
）
商
工
会
に

お
い
て
の
相
談
対
応
や
窓

口
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
で
確
認
し

た
と
こ
ろ
、
観
光
入
込
客

に
大
き
く
左
右
さ
れ
る
飲

食
店
や
宿
泊
業
の
前
年
対

比
売
上
減
少
率
が
50
％
以

上
と
答
え
ら
れ
た
事
業
所

が
半
数
以
上
を
占
め
て
お

り
ま
す
。
観
光
業
は
総
合

産
業
で
も
あ
り
、
施
設
へ

の
納
入
業
者
等
の
裾
野
も

広
い
た
め
、
経
済
的
な
影

響
は
大
き
く
、
今
後
も
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
が
長
引
く
こ
と
が
予
想

さ
れ
、
大
変
深
刻
な
状
況

に
な
っ
て
い
る
と
認
識
し

て
い
ま
す
。

Q　

３
月
に
は
、「
若
桜

号
」
が
走
り
出
し
観
光
列

車
が
す
べ
て
揃
い
、
ま
た

駅
ナ
カ
・
駅
前
の
施
設
が

観光施策

ま
ず
安
全
安
心
な
体
制
づ
く
り

を
整
え
る

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
共

存
す
る
観
光
施
策
は

山根　政彦

整
備
さ
れ
ま
し
た
が
、
町

長
が
考
え
ら
れ
て
い
る
駅

周
辺
整
備
構
想
は
、
こ
れ

で
完
成
し
た
と
考
え
ら
れ

て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

A　
（
町
長
）
駅
を
含
む

そ
の
周
辺
に
は
、
ま
だ
生

か
し
切
れ
て
い
な
い
財
産

が
沢
山
あ
る
と
考
え
て
お

り
、
鉄
道
に
特
化
し
た
施

設
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
駅
を

中
心
と
し
た
関
係
人
口
や

交
流
人
口
の
増
加
に
向
け

た
核
と
な
る
も
の
と
し
て
、

幅
広
く
ご
意
見
を
伺
い
な

が
ら
検
討
す
る
と
と
も
に
、

町
民
の
皆
様
の
ニ
ー
ズ
も

聞
き
な
が
ら
、
駅
を
含
む

駅
周
辺
の
活
性
化
に
向
け

た
取
組
が
必
要
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。

Q　

冬
の
雪
不
足
に
続
い

て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
で
、
氷

ノ
山
関
連
施
設
を
管
理
運

営
し
て
い
る
（
一
財
）
若

桜
町
観
光
開
発
事
業
団

は
、
経
営
状
況
が
悪
化
し

わかさ氷ノ山スキー場

一般質問Ｑ Ａ
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テイクアウト事業のチラシ

Q　

特
別
定
額
給
付
金

（
10
万
円
給
付
）
事
業
の

進
捗
状
況
と
未
申
請
の

方
々
へ
の
今
後
の
対
応
に

つ
い
て
お
尋
ね
し
ま
す
。

A
（
町
長
）
６
月
15
日
現

在
、
給
付
済
み
世
帯
は
１
，

２
９
８
世
帯
で
97
・
7
％
、

給
付
済
み
対
象
者
は
３
，

０
４
７
人
で
98
・
5
％
に

な
り
ま
す
。
な
お
、
未
申

請
の
方
は
31
世
帯
46
人
で
、

そ
の
対
応
に
つ
い
て
は
、

電
話
で
の
勧
奨
や
自
宅
訪

問
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
高
齢
の
方
や
申

請
手
続
が
困
難
な
方
に
つ

い
て
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー

や
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の

職
員
と
連
携
し
、
必
要
に

応
じ
た
申
請
手
続
の
支
援

等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
申
請
忘
れ
が

な
い
よ
う
、
定
期
的
に
広

報
等
で
周
知
を
行
い
、
一

人
で
も
多
く
の
方
に
給
付

金
を
受
け
取
っ
て
も
ら
え

る
よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。

Q　

役
場
職
員
の
中
に
感

染
者
が
出
た
場
合
、
ど
の

よ
う
な
形
で
そ
の
課
を
運

営
す
る
の
か
話
し
合
わ
れ

て
い
ま
す
か
。

A
（
町
長
）
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
事

業
継
続
計
画
）
を
各
課
に

つ
く
り
、
そ
れ
に
伴
っ
て

実
施
し
て
い
き
ま
す
。
万

が
一
の
場
合
、
庁
舎
を
閉

め
て
消
毒
を
す
る
な
ど
、

長
い
期
間
、
町
民
に
迷
惑

を
か
け
る
こ
と
は
で
き
な

い
の
で
、
で
き
る
部
分
に

つ
い
て
は
他
の
職
員
が
対

応
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

Q　

町
長
の
開
会
時
の
冒

頭
の
挨
拶
で
、「
避
難
所

の
見
直
し
を
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
」
と
言
わ
れ
ま

し
た
が
、
具
体
的
な
こ
と

が
話
し
合
わ
れ
て
い
る
こ

と
が
あ
れ
ば
、
教
え
て
く

だ
さ
い
。

A
（
町
長
）
ソ
ー
シ
ャ
ル

デ
ィ
ス
タ
ン
ス
や
、
３
密

を
避
け
る
た
め
の
方
法
を

考
え
て
い
く
必
要
が
あ
り
、

そ
れ
に
伴
う
必
要
な
も
の

は
購
入
す
る
準
備
を
進
め

て
い
ま
す
。
場
所
に
つ
い

て
も
、
今
の
避
難
所
だ
け

で
足
り
る
の
か
検
証
し
、

協
議
が
必
要
だ
と
思
っ
て

コロナ対策

各
課
が
情
報
を
集
め
、
対
策
へ

と
結
び
つ
け
て
い
る

コ
ロ
ナ
禍
で
の
町
内
状
況
の

把
握
方
法
と
そ
の
対
策
は

前住　孝行

い
ま
す
。

Q　

様
々
な
業
種
に
お
い

て
影
響
が
出
て
い
る
と
推

測
さ
れ
ま
す
が
、
町
内
の

状
況
を
ど
の
よ
う
に
把
握

さ
れ
、
ど
の
よ
う
な
支
援

を
考
え
て
い
る
の
か
、
お

尋
ね
し
ま
す
。

A
（
町
長
）
情
報
を
得
る

た
め
に
各
担
当
課
が
そ
れ

ぞ
れ
の
影
響
に
つ
い
て
聞

き
取
り
を
行
い
、
各
事
業

者
か
ら
生
の
声
を
聞
き
情

報
を
得
て
き
ま
し
た
。
例

え
ば
、
介
護
の
分
野
で
は

関
係
機
関
会
議
を
開
催
し
、

現
状
と
各
事
業
所
の
対
応

に
つ
い
て
状
況
把
握
を

行
っ
て
い
ま
す
し
、
影
響

の
大
き
い
分
野
で
あ
る
商

工
業
や
製
造
業
、
観
光
業

等
の
状
況
で
は
、
商
工
会

に
お
い
て
の
相
談
対
応
や

窓
口
ヒ
ア
リ
ン
グ
で
の
状

況
に
よ
っ
て
把
握
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

そ
の
結
果
、
５
月
の
臨

時
会
で
、
町
独
自
事
業
の

テ
イ
ク
ア
ウ
ト
事
業
や
商

工
会
員
応
援
金
支
給
事
業
、

持
続
化
給
付
金
若
桜
版
な

ど
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
国
の
二
次
補
正
で

は
、
非
常
袋
に
新
型
コ
ロ

ナ
に
対
応
し
た
マ
ス
ク
や

体
温
計
な
ど
を
詰
め
、
町

民
に
お
配
り
す
る
こ
と
な

ど
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

〈
そ
の
他
に
「
コ
ロ
ナ
に

よ
る
差
別
の
現
状
・
対
策
、

行
政
改
革
大
綱
策
定
に
つ

い
て
」
質
問
し
ま
し
た
。〉

一般質問Ｑ Ａ
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令和２年度議員座談会の中止について（お知らせ）
　開催を予定しておりました議員座談会は、新型コロナウイルスの感染拡大等の情勢を鑑み、
ご参加くださる方々及び関係者の健康面、安全面を第一に考え、今年度の開催はやむなく中止
することといたしました。
　開催を予定されていた自治会には大変ご迷惑をおかけいたしますが、何卒ご理解賜りますよ
うお願い申し上げます。

　議員自らの自覚と責任を重く受け止め
� 改めて法令の遵守を確認　

　議員は、公職選挙法により、選挙区内における寄付行為等が禁止されているところです。先
般、若桜町議会議員が若桜の映画館跡地を購入した際、その倉庫から発見されたポスターやの
れんなどを町に寄贈したという内容の記事が新聞に掲載されましたが、この記事について、一部、
公職選挙法違反を疑われかねないような部分があったことを議会として確認したところです。
　私たち町議会議員は、町民の信託を受けた代表者であり、倫理観と責任を持って日頃から議
員活動を行うとともに、法令の厳守に努めなければなりません。
　今後は、さらに議員個々、そして議会全体のレベルアップを図り、議員自らの自覚と責任に
おいて襟を正していくとともに、なお一層公職選挙法その他関係法令の遵守に努めていくこと
を全員で確認し、決意を新たにいたしました。

　
　若桜町議会議長　川上 守

　若桜町議会議員一同

～日本海新聞の掲載記事について（令和２年６月23．24日掲載）～

一般質問の生中継再開について（お知らせ）
　令和２年３月定例会から中止しておりました一般質問の「生中継」ですが、新たな中継機器
の導入により「生中継」ができる準備が整いましたので９月定例会より再開します。
　「録画中継」につきましては、従来どおり一般質問終了後おおよそ２週間後から、次期定例会
までの約３か月間を予定しています。
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総務産業教育民生  常任委員会報告（抜粋）
常任委員会が一つに  なってスタート これまでの総務産業常任委員会と教育民生常任委員会が一つに

なり、令和２年３月より総務産業教育民生常任委員会となりま
した。

（有）若桜農林振興の今後について　（農林建設課）
　・説明
　　　�設立後、過去20年間で全体的な事業損益のマイナス年度が14年もあり、当初から安定経営と

なっておらず、平成28年度には1000万円を補助支援したが経営改善には至っていない状況。
対策として資金繰りの確保と農業担い手組織として安定経営に向けた取り組みを行うため、
2000万円の増資を行いたい。

（一財）若桜町観光開発事業団の状況報告　（にぎわい創出課）
　・各施設の休業状況について
　　　氷太くん・キャンプ場　　　６月末まで休業
　　　道の駅　　　５月11日からトイレなどオープン
　　　　　　　　　５月16日から物販コーナー再オープン
　　　　　　　　　６月１日から食堂オープン
　・休業中の職員について
　　　�従業員については、休業手当を支給している。事業団として

は、国の雇用調整助成金の活用を考えている。
　・経営状況について
　　　�令和元年度は、赤字が見込まれ資金繰りに苦労をしている状況である。
○若桜町住宅改修事業助成金の事業執行について
　・今回が事業の最終となるので抽選を行わないで全員を対象とした。

新型コロナウイルス感染症に伴う学生応援事業について
� （教育委員会事務局）
○若桜町学生応援ふるさと便事業
　・�鳥取県外に住む若桜町出身の学生に対し、故郷の特産品等を送付する支援を行うことで、若桜町
の良さを再認識してもらうとともに、学生生活の糧としてもらうもの。

○大学生等学生生活応援臨時給付金
　・�新型コロナウイルス感染症拡大防止の影響により、不安定な経済活動状況を踏まえ、親元を離れ
て生活している学生等が安心して学業に専念できるよう、学生等の保護者等に対し、賃貸住宅等
の家賃の一部を支給するもの。

第３回　　６月１日　月曜日

令和２年第４回若桜町議会定例会上程議案（補正・条例）について
　・各課から、議案全13件の説明を受けた。（P. ３～５参照）

第４回　　６月10日　水曜日

キャンプ場
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総務産業教育民生  常任委員会報告（抜粋）
常任委員会が一つに  なってスタート

若桜木材協同組合の株式会社化について　（農林建設課）
　・�現役役員の高齢化を背景に、今後組織の存続させていくために、
組織のあり方を見直しせざるを得ない状況であった。

　・�令和２年４月１日に「株式会社ウッディ若桜」へ組織変更を行っ
た。

○常任委員会の今後の審査方法について
　・定例会前の議案説明は、なるべく早い段階での説明を要望する。
　・議案にもよるが２日間にわたり説明を受けることもある。
　・�基本的に、議案上程後の詳細説明はないが、重要案件や、再度説明が必要な案件は、委員会で協
議のうえ決定する。

　・�例月常任委員会を設け、議会の意見を事業に反映できるようにしていく。また、執行部側からも、
議会への相談ができる議会運営にしていく。

令和２年第３回若桜町議会臨時会上程の議案（補正・条例）について
（主に新型コロナウイルス感染症緊急対策関係）

○教育委員会事務局
　・若桜学園教育振興費など
　　�新型コロナウイルス感染症緊急対策を受け、１人パソコン１台を早期実現するもの
○総務課
　・庁舎等財産管理費など
　　庁舎アクリルパーテーション設置など
○町民福祉課
　・特別定額給付金及び子育て世帯への臨時特別給付金
　　その他、特別会計、条例の一部改正など
○にぎわい創出課
　・商工振興事業など
　　食べて応援、若桜のご馳走キャンペーンなど

第１回　　４月３日　金曜日

第２回　　５月13日　水曜日

�庁舎アクリルパーテーション
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あ
と
が
き

意見・写真をお寄せください gikaidayori@town.wakasa.tottori.jp 08メール QRコード

　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
で
普

段
の
生
活
に
様
々
な
影
響
を
及

ぼ
し
て
い
ま
す
。

　

若
桜
町
も
中
止
と
な
る
行
事

も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
議
会

活
動
で
毎
年
行
っ
て
い
る
「
議

員
座
談
会
」
も
止
む
無
く
中
止

と
し
ま
し
た
。
楽
し
み
に
し
て

居
ら
れ
た
方
々
に
は
迷
惑
を
お

か
け
し
ま
す
。

　

さ
て
、
今
回
の
議
会
だ
よ
り

で
は
、
表
紙
記
載
し
て
い
ま
し

た
「
目
次
」
を
2
ペ
ー
ジ
に
移

し
、
ペ
ー
ジ
の
内
容
に
少
し
触

れ
ま
し
た
。
関
心
の
あ
る
記
事

が
、
一
目
で
わ
か
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

ご
意
見
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ

い
。

（
記　

山
本
安
雄
）

議
会
だ
よ
り
調
査
特
別
委
員
会

　

委
員
長　

梶
原　
　

明

　

副
委
員
長　

山
本　

安
雄

　

委　
　

員　

山
根　

政
彦

　

委　
　

員　

青
木　

一
憲

議　
　
　

長　

川
上　
　

守

このコーナーでは、町民の皆さんからの御要望や
率直なご意見を紹介いたします。
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編集・議会だより調査特別委員会　　印刷・中央印刷株式会社

「新たな挑戦」 山根真紀子さん
（㫪米）

　９年前の夏の時期に隣の八頭町より嫁いできました。
　結婚する前は、着付けや和裁を仕事としていましたが、結婚を機に主人の営む自営業

「やまね屋」を手伝う事になりました。
　焼きさば寿司を作ったりお祭りに出店したりと、いままでの仕事と違い戸惑うことも
ありますが、楽しい毎日を送っています。
　またこの春より若桜駅内の「わかさカフェ retro」と「若桜駅前にぎわいプラザ」を
指定管理させていただく事になり、若桜町の方と会話をする機会もふえました。
　駅の中はデザイナーの方の手によって丁寧に改装され、オープン当初はすてきな駅舎
を見にたくさんのお客様が来て下さいました。
　そんな中、コロナウイルスの拡大に伴い営業を自粛することになり、思うような営業
ができず困っていましたが、若桜町と商工会のテイクアウト支援の事業が始まり、両店
舗でお弁当やハンバーガーのテイクアウトに挑戦させていただきました。
　この事業で本当にたくさんの町民の方に来店いただき、お店を知っていただく事がで
きました。今後も、衛生面に気を付けながらお店でも
食事を楽しんでいただけたらと思います。
　最後になりますが、若桜駅を中心に若桜町がますま
す元気になっていけるように努力していきたいと思い
ます。また着物で楽しみたい方は気軽にお声かけ下さ
い。お手伝いさせていただきます。
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